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特集　東日本大震災と図書館
いますぐ取り組む減災対策
～“予算がない”と言う前にできること～
杉谷　美和*
図書館に勤務するものであれば「図書館の地震対策、減災対策は重要」
というのは共通認識であろう。しかし、いざとなると「予算がないから」「自
分の担当ではないから」と、先延ばしにしてはいないだろうか。「どうした
らよいだろうか」と悩んでいないだろうか。私もそんな一人である。しかし、
最近では、「“予算がない ”という前にできる震災・減災対策は、実はたく
さんあるのではないか」と思い始めている。
以下に、そんな私が職場において、震災対策、減災対策としてどのよう
なことをしてきたのか、今後どんなことをしていきたいのかを、つたない
内容ではあるが、述べてみる。
1　個人的体験
まずはじめに、私の個人的な震災体験を少し書かせていただく。
* すぎたに・みわ／学術・社会連携部　図書館総務事務室
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1.1　阪神・淡路大震災の体験
1995年 1月 17日午前 5時 46分、その日私は兵庫県西宮市鳴尾にいた。
震度 7を観測した地点である。本学の創立記念日だったので、大学時代の
友人が住む西宮市に遊びに行っていたのだ。友人が朝早くに会社に出勤す
るということだったので、当日は 5時 30分に目覚ましをかけた。目覚まし
が鳴ってから布団の中でぐずぐずしているうちに 5時 45分になり、友人が
床から起きあがった直後、大きな揺れが襲った。
関東圏で育ち、地震には慣れていると思っていた私でさえ、今まで体験
したことのないほどの揺れだと感じた。そして食器が落ちたり、鏡台が倒
れる中、少しも動けずにいた。
その後、それほどひどい状態であることがわからず、興味半分で友人と
甲子園まで歩いて行った。途中倒れかけた家やガス漏れの臭いに驚いたも
のの、事の重大さにまだ気づかずにいた。しかし、ニュース番組で、亡く
なられた方の報道が、氏名から人数に変わっていくのを聞いて、どれだけ
被害が広がっていくのかと怖くなった。
タクシー、電車、新幹線を乗り継ぎ、幸い当日中に帰宅できたものの、
大地震の怖さを肌で感じた初めての体験だったかもしれない。
また、大地震に直面したとき、自分は思ったより何もできないこと、ラ
イフライン（特に、トイレが流れない、水道が使えない）が止まることの
不自由さを実感した貴重な体験でもあった。
1.2　私大図書館協会研究部研修会での経験
2012年度私立大学図書館協会東地区部会研究部研修会が『震災を学び、
震災に備える』と題して行われた1が、その際に、実際に東北で東日本大震
災を体験し、復旧を行った図書館員の方たちの講演を聴いたことや、save 
MLAKの方たちによるワークショップ「大震災発生―そのとき図書館は？」
に参加したことも大きな転機であった。
1 2012年度私立大学図書館協会東地区部会研究部研修会 URL: http://www.jaspul.org/east/
collegium/asset/docs/2012_workshop_program.pdf （2016.1.12参照）
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内容もさることながら、 ワークショップの最後に「研修に参加したことで
終わらず、職場に帰って何か行動を」と呼びかけられたことが強く心に残っ
ていた。
2　職場に帰って
過去の経験から、震災・減災対策の重要性については十分に認識してい
たものの、何もできずにいた。しかし、“また ”それで終わらせてしまうの
か、いわゆるヒラの私に何ができるか、を自問した。
しかも、現在所属している部署はいわばバックヤードである。「まずは利
用者のいる閲覧部署から取り組むべきなのではないか」とも考えたが、そ
れでは、意見を伝えるだけになり、主体的に解決できないのではないかと
思われた。そして、バックヤードにはバックヤードなりの問題もある。閲
覧部門と同様に書架やブックトラックが数多くあるにも関わらず、“利用者
がいない ”からこそ積極的な対策が講じられていないという点だ。そこで、
「まずは足元から」と考え、当事務室のハザードマップ作成を当面の目標に、
取り組んでみることにした。
2.1　ミーティングでの話題提供
まずは自分の周りの人にも関心を持ってもらうことが必要かと思い、上
司の許可を得て、事務室のミーティングの最後に 10分程度時間をいただき、
震災・減災関係の話をすることから始めた。
最初は、自分が見つけた新聞記事やニュース、テレビ番組の内容などを
話すことから始めた。とはいえ、私も専門家ではない。正直、何を話して
よいかわからず苦痛に感じたこともある（聞いている同僚も話の着地点が
わからず、苦労したかもしれない。）が、話さなければならないと思うと、
話題を必死に探し、自分の興味、知識、視点は、より幅広くなるものである。
そして、何とか現在まで 2年ほど続いている。機会を与えてくれている上
司と同僚には感謝、感謝である。
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2.2　15分の避難訓練
話題提供もネタ切れ気味で、自分でもどうしてよいかわからず悶々とし
ていたところ、2013年度の図書館総合展で、saveMLAK主催のフォーラ
ム2が行われることを知り、参加してみた。
そこに参加している方の多くは、「震災対策は大事だけど何から始めて良
いかわからない」という方であったと思われる。その疑問に、あるパネラー
が答えてくれたのが、「まずは10分でいいから職場の電気を消してみること。
“暗いね ”“ 怖いね ”ということを共有することから始めてはどうか」とい
う言葉だった。
たしかに大震災が発生したら停電になる。普段業務中に電気を消すこと
はほとんどないので、職場における暗さを体験することだけでも良い経験
になる。何より短時間でできることが魅力的であった。避難訓練というと、
「シナリオを作成し、午前や午後どちらかを目一杯に使って行うもの」と大
げさに考えてしまいがちだが、たった 15分であれば調整も容易であるし、
参加する方も手を挙げやすいであろうと考え、企画した。
具体的には、①訓練概要の説明 3　②フロアの電気を消灯、パソコンをス
リープ状態にし、停電状態に近い状態にする　③各エリア4ごとに複数人で
1チームになり、書式 5に記入する　という方法で行った。
結果としては、「電気を消しただけで想像したより暗いことが分かった」、
「ブックトラックやコンテナが逃げるときに邪魔になるかも」などの意見や、
「雨の日はもっと暗いかもしれないので、雨が降りそうなときに再度実施し
てみてはどうか」といった積極的な提案も聞かれ、一定の成果があったと
考えているが、ここで提出された指摘や意見について、生かし切れていな
いのが、反省点である。
2 『saveMLAKフォーラム　「東日本大震災の被災図書館に学んだ震災訓練プログラム　
「saveMLAKメソッド」の開発と実践』URL: http://2013.libraryfair.jp/node/1640 （2016.1.12
参照）
3 資料 1　避難訓練ことはじめ　震災編 1　抜粋
4 当時、当事務室は大きく 3つのエリアに分かれていた。
5 資料 2　避難訓練チェックシート
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2.3　「家庭の防災力アップ」
これは夏季休暇中に事務室各人に出した “宿題 ”である。
夏季休暇に入ると事務室ミーティングもない。防災についての関心が薄
れてしまうのは惜しいので、“宿題 ”とさせてもらった。
また、災害はいつ起こるかわからない。職場にいるときだけでなく、家
庭にいるときにも起こりうる。そして自分も家族も無事でないと復旧にも
全力で取り組めない。そのため、「家庭の防災力をアップさせることは職場
にとっても有益なことである」とも考えたからだ。とはいえ、対策を完璧
にするとなるとハードルが高いので、「取り組むことは最低 1つだけで良い」
ということにした。また、取り組みやすい事例（思いつくままではあるが）
をあわせて提示した。
具体的には、①家庭の防災力アップに取り組む　②取り組む内容は最低 1
つで良い　③自分が行った取り組みは付箋に書いて提出　とした。
後日、付箋を掲示、回覧することで、その成果を共有した。
 
2.4　11日（いちいち）防災点検
宮城県図書館では、毎月 11日に防災設備等の点検を行っているとのこと。
今夏、宮城県図書館を訪問する機会があり、11日（いちいち）防災点検（以下、
いちいち点検）の実際について教えていただいた。開始するのに何ら費用
を必要としないものであるし、当面の目標である職場のハザードマップ作
成には大変有益なものと感じている。目下、当事務室用に改良中である6。
現段階で気づいたことは、2つある。1つ目は、震災対策というのは、何
かを購入したり工事したりするだけでなく、不要なものを排除することで
もできるということだ。実際に当館でも、だれも利用していないカードケー
スが避難経路にあったが、もう 20年近くその場所にあるので、だれもそこ
にあることに疑問を感じていなかった。当事務室におけるいちいち点検時
に、地震時には確実に倒れるだろうという指摘があったので、全図書館職
6 資料 3　11日（いちいち）点検　明大図書館図書館総務事務室版（案）
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員にカードケースとカードの必要性について確認した。結果、「不要」とい
う結論が出て廃棄することになった。
小さすぎる一歩かもしれないが、確実に安全性が高まったことは間違い
ない。
2つ目は、この点検を行うと、「いつか（誰かが）やること」から「これを（み
んなで考えて）どうするか」になり、問題の明確化・共有化が可能になる
ということだ。問題が明確化されると次のステップが考えられる。共有化
されると知恵が集まる。じっと手をこまねいているより、建設的な解決策
であると感じている。
2.5　自助のために
災害時の「自助、共助、公助」が言われて久しいが、案外最初の「自助」
を忘れがちではないか。そう感じたのは本学総務部主催の防災研修で東京
消防庁本所防災館に行ったときである。そこでは、起震車で阪神・淡路大
震災の揺れを体験したのだが、全く動けず、テーブルの脚にしがみつくの
が精一杯であった。しかし、そこで「自助」ができないとその次の「共助」、
つまり同僚や利用者を救助することもできない。そこでまずは「自助」を
意識した訓練を職場で行ってみようと考えた。
2.5.1　ヘルメットをかぶる
本学では嘱託職員や派遣職員も含め、職員にはヘルメットが 1つずつ支
給されている7。火災はもちろん、地震などの災害時には、頭を守ることが重
要であり、そのためにヘルメットは有用なものである。
しかし、せっかく提供されていてもかぶったことがないばかりか、自分
のヘルメットがあるかどうかを確認しそびれていたり、提供されたときの
ままビニール袋に入った状態の職員もいるようだった。そこで、「ヘルメッ
トをかぶる」という訓練を企画してみた。
結果、自分の頭囲に合わせる方法や、あごひもの止め方を確認しあった
7 業務委託業者は自社で人数分のヘルメットを用意していただいている。
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りする姿が見られ、また「自分のヘルメットがあるかどうか確認したこと
がなかったので、確認する良い機会だった」という声や「重量があるので、
かぶり続けるのは大変かもしれない」等、実体験に基づく感想が聞かれた
点が良かったと考えている。
訓練とは言えないほどのものであるが、“第一歩 ”としては十分意味のあ
るものであったと考えている。
2.5.2　机の下にもぐる
小・中・高校までは当たり前に行っていた避難行動だが、成人するとな
かなか行っていないのではないだろうか。また「机の下には異動以来開け
ていない段ボールが・・・」などという人も、自分も含め、実は少なくな
いのではないかと感じていた。
具体的実施方法 8は、①東京湾北部地震が発生したと想定　②東日本大震
災時に当事務室所在地が経験した揺れを再現した動画と、東京湾北部地震
が発生した際に当事務室所在地を襲うと想定されている揺れを再現した動
画をみる　③被害を想定しながら訓練をする　④訓練後、振り返りシート
に記入してもらう　とした9。
今後、振り返りシートをまとめ、当事務室ハザードマップの作成に生か
していきたい。
2.5.3　防災（減災）ランチ
月に 1回程度、防災、減災に興味のある数人で集まり、お昼ご飯を食べ
ながら、他大学の良い取組について報告し合ったり、次の企画の相談など
をしている。“一人ではない ”ということが実感できるだけでも次への活力
になっている。
8 今回の訓練では「日本シェイクアウト提供会議」HPの情報を参考にした。URL: http://
www.shakeout.jp/（2016.1.12参照）
9 資料 4　振り返りシ トー　抜粋。作成に際して『うごく　たおれる　とぶ　おちる+われる』
URL: http://www.shakeout.jp/common/pdf/20110916_U-T-T-O.pdf（2016.1.12参照）を参考に
した。
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3　今後取り組みたいこと
当面は以下を考えている。
3.1　職場のハザードマップ作成
いちいち点検のカスタマイズを進めて、そこから見えてきたこと、また
2.2、2.5.2で確認できたことも加えて、当事務室のハザードマップ作成を行
いたい。バックヤードとはいえ、当事務室の上階には研究室があり、そこ
からの避難者が当事務室を経由して避難することも考えられるため、マッ
プ作成とその公開は大変有益と考える。
3.2　発災後の行動確認
東日本大震災時の振り返りの中 10で、「震災時に職員としてどう行動して
よいかわからなかった」という意見があった。また、よくよく考えると、
指示を仰ぐべき管理職等が常に職場にいるとは限らない。その中でどう行
動していくかを確認しておくことは、自分がパニックにならないためにも
非常に重要なことである。
大学の方針等も確認しながら、嘱託職員や派遣職員も含めた職員全員が
実行可能なレベルになるまでを共通認識にしていけたらと考えている。
3.3　安否確認の訓練
震災が大規模になればなるほど、家族や大切な人の安否を確認したい、
連絡をとりたい、声を聴きたいというのは人情である。しかし使いなれて
いる SNS等が機能するとは限らない。また複数の連絡手段を確保しておく
のは心の保険にもなる。
具体的には、「災害用伝言板や災害用伝言ダイヤルなどを実際に使ってみ
10 詳細は当号「3.11　明治大学図書館の記録」p.91-108参照
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る」という訓練を考えている。目的は以下の 2つである。
1つ目は、自分や家族が被災者になり連絡をとるときのため。2つ目は、
本学に帰宅困難者として一時滞在する被災者に案内をすることを想定して、
である。
災害用伝言板や災害用伝言ダイヤルは、web等で案内されている使用方
法を見ると、一見「練習しなくても大丈夫」と思われるが、実際にやって
みると案外手こずってしまう。やはり何度か自分で使ってみてはじめて使
いこなせる状態にまでなると思われる。また、本学は千代田区との提携に
より帰宅困難者一時滞在施設となっている。それでなくても大学などは、
帰宅困難者が集まるというのは、過去の経験からも知られている。滞在者
の間に不安が広がらないようするために、受入場所の職員としてできるこ
との一つであると考える。
4　最後に
系統だったものでもなく、あまりにも初歩的内容で「せっかく読んだの
に・・・」とがっかりされた方も多かろうと思う。また、当事務室の取り
組みの甘さを露呈するようで恥ずかしくもある。もし、「このように改善し
たほうが良い」と思う方はご指摘いただければ大変ありがたい。
そして、最後になったが、いつも協力してくれる上司や同僚、業務委託
の方々にはあらためてお礼を申し上げたい。
馬鹿げたように聞こえるかもしれないが、私が東日本大震災時に考えた
のは、「どんなに困っていても、ウルトラマンやドラえもんは助けにきては
くれないのだな」ということ、また、「人間自身が知恵を絞り、身体を使っ
て助け合い、復旧、復興していくのだ」とういことだ。そして、その人間、
人 “財 ” を排出するのは大学である。また、将来のために学生が学び続け
ることができる環境を提供するもの大学職員、大学図書館員の務めではな
いだろうか。その責任を果たすためにも、“予算がない ”と言う前に、まず
自分の足元から取り組める震災、減災対策を、上司、同僚、大学各部署と
協力しながら、少しずつでも前進させていこうと考えている。
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避難訓練ことはじめ 震災編 1 
図書館総務事務室 
以下の要領で避難訓練を行います。ふるってご参加ください。 
 
○目的 
・大地震がおき、停電になったときに安全に外に逃げられるかを確認する。 
 
○日時・スケジュール 
・3/28（金）12：15～12：30 
  12：15 に集合、説明 
  12：20～30 消灯 
  12：30 点灯 
 *振り返りは別途行います。 
 
○参加について 
・各パートから最低でも１名はご参加をお願いします。 
・照度が不十分な中で歩きますので、ご承知おきください。 
 
○方法 
・1Ｆ（給湯室も含む）、Ｂ１Ｆ（執務室・書庫）の電気を消灯します。なお、トイレと
階段の自動点灯機能はそのままとします。 
 
・通常の執務エリアから安全に外に避難できるかを、庶務エリア、目録エリア、システ
ムエリアにわかれて確認します。以下の点に注意しながら確認してみてください。
結果はチェックシートに記入をお願いします。なお、非常口を開けるまでとし、実
際に外への避難はしません。 
 
*一番近い非常口（外に避難できるところ）はどこか、２番目は？３番目は？ 
*非常口まで安全に移動できるか。できない場合は何が問題か。何が問題になりそう
か。解決策はどのようなことが考えられるか。 
*非常灯・非常口案内シールの数、位置、明るさは適当か。 
*その他（例：自分が業務でよく立ち寄る場所の様子の確認。停電後も行動可能な状
況かどうか、など。） 
 
以上 
 
 
資料1　避難訓練ことはじめ　震災編1　抜粋
79
避難訓練ことはじめ 震災編 1 チェックシート 提出期限： 
所属・お名前： 
 
1. 確認したのはどこのエリアですか。 
 
2. １番近い非常口はどこですか。 
 
・そこまで安全に移動できそうですか。何が問題になりそうですか。解決策としてど
のようなことが考えられますか。 
 
3. 2 番目に近い非常口はどこですか。 
 
・そこまで安全に移動できそうですか。何が問題になりそうですか。解決策としてど
のようなことが考えられますか。 
 
4. 3 番目に近い非常口はどこですか。 
 
・そこまで安全に移動できそうですか。何が問題になりそうですか。解決策としてど
のようなことが考えられますか。 
 
5. 確認したエリアの非常灯・非常口案内シールの数、位置、明るさは適当でしたか。 
 
6. そのほか、何か気づいたことはありますか。 
 
7. 今後どのようなこと・もの（訓練の内容、備えるべき物品など）が必要だと思いまし
たか。 
 
以上 
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㻞㻜㻝㻡㻛㻝㻞㻛㻜㻝
11日（いちいち）点検　明大図書館　図書館総務事務室版　（案）
点検場所図書館総務事務室 印
点検日　 　　　　年　　月　　日 印
点検者 （氏名を記入）
Ｎｏ 点検項目 点検ポイント 点検結果 点検結果説明 対応 対応状況
㻝 各自のヘルメットはすぐとれる場所にあるか
・すぐに使えるようにビニール袋
から出しておくことを推奨。（ほこ
りは11点検日にふき取りましょ
う。）
㻞 窓、窓ガラス・出入り口の扉に損傷はないか ・ブラインドをあけて確認。
・館長室、会議室も忘れずに。
㻟 窓の開閉は可能か
・歪み等が発生していないか。
・窓の前の障害物がないほうが
望ましい。
㻠 書架にぐらつきはないか ・各書架をゆすって点検する。
㻡 壁面・天井にひびやよごれはないか
・館長室、会議室、選書室も忘
れずに。
㻢 照明器具（含む避難誘導灯）に不灯や破損はない
か
・避難誘導灯の位置も確認しま
しょう。
㻣 天井附属物（空調設備、防煙ガラス）に緩み、異常
はないか
・目視で良いので、歪み等がな
いかを確認しましょう。
㻤 床面に浮き、摩耗、破損、ゆがみはないか
・通路を歩いて、回りの人に聞い
て点検
㻥 拡声器、懐中電灯、ラジオは、適切な場所に必要
数設置されているか
・拡声器は事務室に１つ。
・懐中電灯兼ラジオ（地図◇）は
庶務と目録に1つずつ。動作確
認も行う。
・電池式の懐中電灯（地図◆）
は、エレベータ前に1つ。庶務食
器棚近くに１つ。動作確認も行
う。
㻝㻜 拡声器や懐中電灯は、正しく作動するか
・拡声器は実際に使用して点検
する。
・懐中電灯はつくかどうか点検
すする。
㻝㻝 避難経路に避難の妨げとなるような物品はないか
・庶務エリア、目録エリアから２
か所の非常口に行き、実際に外
に出てみる。
㻝㻞 非常口にドアストッパーは設置されているか。
ドアストッパーの蛍光テープははがれていないか。
・外に出るまでのドアをすべて確
認しましょう。
㻝㻟 災害等発生時の各自の役割分担を確認しましょ
う。
・消防隊の役割表を見ながら各
職員に役割について聞きましょ
う。
㻝㻠 非常ベル、消火器の位置を確認しましょう。
・非常ベル：エレベータ前（地図
◎）
・消火器（地図★）：庶務エリアに
1つ。エレベータ前に１つ。エレ
ベータ前のものは扉をあけて確
認しましょう。
㻝㻡 その他気づいたこと
・想像力をはたらかせて、考えま
しょう！どんな小さなことでもＯ
Ｋ！
㻝㻢 避難誘導の際の声掛けを練習してみましょう。
・「地震！」「頭を守って」「書架
からはなれて」と声掛けしましょ
う。
確認印
学術・社会連携部長
図書館総務事務長
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訓練「机の下にもぐる」 振り返りシート 抜粋 
 
質問 1 何が「うごき」ましたか。 
 
質問 2 何が「たおれ」ましたか。 
 
質問 3 何が「とび」ましたか。 
 
質問 4 何が「おち」ましたか 
 
質問 5 この訓練で何か気づいたことはありますか。 
 
質問 6 今日の感想、改善点、次にやりたいことなど自由に記述してください。 
以上 
 
資料4　振り返りシート　抜粋
